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１．はじめに 

話し言葉やくだけた文章に特徴的に見られる言語現象のひとつに縮約（contraction）がある．典型的な例と

して，代名詞や be 動詞などによって形成される縮約形（cf. I’m，It’s，there’s）が挙げられるが，これらは，構文

の表層構造の形態的変化であって，こうした形態的変化を，意味構造に影響を及ぼしうる本質的言語事象と

してとらえることは少ない． 

しかし，近年盛んになってきたコーパス言語学は，大規模のデータを計量的に処理することによって，「形

が変われば意味も変わる」という言語の基本的特性を明らかにした．この観点からすると，縮約現象において

も，形態的変化が，やはり，なんらかの意味的・機能的変化をもたらしている可能性がある． 

 以下，本稿では，there is の縮約形である there’s を例にとり，形態的変化がいかなる意味的・機能的変化を

もたらしているかを質的・量的に考察し，EFL（English as a Foreign Language）の観点から幾つかの提案を試

みてみたいと思う． 
 

２．先行研究 

 縮約現象に関する文法的な取り扱いは極めて限定されたものであるといえる．たとえば，代表的な EFL 文

法書である Greenbaum and Quirk（1990）においては，動詞，助動詞の縮約形が挙げられ，話し言葉のみなら

ず書き言葉においても認められているとしているが，それは注の中でのわずかな記述でしかない．また，

Swan（2005）においては 3 ページの紙面が割かれているものの，記載の半分以上が縮約形のパターンリスト

で，ここでもわずか数行足らずの中に当該形式はフォーマルなところでは一般的ではないという記述がある

だけである．筆者の知る限り，その他の多くの文法書においても同様のことが言え，縮約されることでどのよう

な質的な変化が見られるのかについて議論を深めた考察は見当たらない． 

 たとえば，文法書や研究書における there is／there’s の扱いを概観しても，there is 構文の例文として there 

is 型と there’s 型を分け隔てなく使用するなど，フォーマルかインフォーマルかの違いを別にすれば両者の質

的な差はほとんど考慮されていない．以下は，there is 構文の解説中で，特段の注記なく，there’s 型が使用さ
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れている一例である． 
 

 (1) a. There’s a hole in my tight. （Swan 2005:587） 

     b. There’s two policemen at the door, Dad.  （Ibid.） 

    c. There's someone on the phone for you. （CALD） 

     d. There’s a duck on my desk. （Milsark 1979:18） 

     e. Across the street there’s a grocery. （Bolinger 1977:93） 
 

これらの例文は母語話者によって提示されたものであり，それ自体としては刻印つきの例文である．しかし，

これらの there’s 型構文がそのまま正当な there is 構文の例となりうるかどうかについては，慎重な判断が必要

となる． 

 

３．本研究の目的と方法 
 以下，本研究においては，there is 構文における there is 型と there’s 型の質的な差を明らかにすることを目

指す．このことは先行の語法研究および EFL 教育において，there is 型と there’s 型とが同等に扱われている

現状を批判的に見直す契機となろう． 

 まず，there isとthere’sの差別化を行うにあたって，コーパスを用いてそれぞれが共起しうる名詞の意味的特

徴を検証する．使用コーパスとしては，バランスの取れた大型のイギリス英語データベースであるBNC

（British National Corpus: http://view.byu.edu/）を利用する．次に，それぞれの意味的特徴を明確にするにあ

たって，動詞の時制および数に応じてthere is，there was，there are，there were，there’s，there’reの 6 つのパタ

ーンを考察対象に絞る．さらに，文法的定性との関連を見るため，これらの構文がとる冠詞類として不定冠詞

a，定冠詞the，無冠詞φの 3 パターンを挙げ，とりわけ定冠詞，無冠詞については，共起する名詞の単複の

違いにも着目することで，その用例および頻度について分析する3．そして，there isが特異な振る舞いを見せ

ることを指摘することで，there’sとの違いを明確にしたい． 
 

４．実例分析その 1（基本形） 
4.1 冠詞類の頻度 

 本節で検証するのは，縮約されていない通常の構文である．まず，どのような冠詞類が生起し，それらが頻

度の面でどういう関係にあるのか明確にしたいと思う．以下の表は，動詞の時制および数別に分類した 4 タイ

プのthere存在文において，最も多くヒットした冠詞類を順に並べたものである．さらに，無冠詞，定冠詞と共

起する名詞に関しては単複別に分けて記してみた4．括弧内の数値は，個々の構文全体の頻度で割った冠

詞類の出現率を表すものとする． 
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の間に，あるいは，冠詞類と名詞の間に，他の要素が入るような構文は考察の対象としていない． 
4 断わりのない限り，本論文では定冠詞 the および無冠詞φに後続する名詞（BNC では[NN*]と表記される．）については，単

数名詞（[NN1] と表記），複数名詞（[NN2] と表記），集合名詞（cf. people, data，fish，staff etc.）から成り立つものを基本とし，

その分類は BNC に依拠するものとする． 



表 1. there 存在文における冠詞類の出現状況 

is                     was                     are                    were 

不定冠詞  15176 (26.0%)   不定冠詞  14268 (28.8%)   無冠詞    3562 (8.9%)   無冠詞    2026 (9.5%) 

無冠詞     1756 (3.0%)    無冠詞     1446 (2.9%)    不定冠詞  1942 (4.8%)   不定冠詞   891 (4.1%) 

定冠詞     1553 (2.6%)    定冠詞     1382 (2.7%)    定冠詞     424 (1.0%)   定冠詞     317 (1.4%) 

合計     58353 (100%)              49417 (100%)             40007 (100%)            21244 (100%) 

 

この表から当該構文では各々が単独に個別の特徴を有しているのではないことがわかる．つまり，動詞の

数との結びつきで一定の共通性を共有しているのがわかる．すなわち，冠詞類の出現率に共通性が認めら

れるという点で，there isとthere wasはペアになり，there areはthere wereと組になっている．まず，単数形の

there is／there wasを見てみると，不定冠詞が一番多く，26.0~28.8%の出現率を示しているのに対し，複数形

のthere are／there wereでは，無冠詞が 8.9~9.5%の確率で最も多くヒットおり，それぞれ 1 位と 2 位が入れ替

わっている5．そして，従来からの指摘にもある通り，定冠詞の出現が認められ，冠詞類の中では最も頻度が

低いという結果が出た．このことから動詞の数が単数から複数になっても，文法的な不定性が優先されている

のがわかる．ただし，there is／there wasの定冠詞に関しては，there are／there wereに比べて無冠詞との差が

微妙である．有意差検定をしてみると，there isではp値が 0.228<0.5 で有意であるが，there wasではp値は

0.0004<0.01 で，統計上では有意差がないことになる．ここではthere is／there wasになると出現率において定

冠詞が無冠詞に接近するほどの確率で生起しているという事実だけを踏まえておきたい． 

また，there is／there wasはその基本的特徴として単数名詞と一致するのが通例であるが，無冠詞，定冠詞

においては，複数名詞を選択する例が若干見られた．次に単複別の出現状況を表とグラフで挙げる．これに

より，定冠詞より無冠詞において，さらに there is より there was において複数名詞との共起が認められる． 

 

表 2. 複数名詞の出現状況 

                 is       was 

無冠詞φ+sg.    1756      1428 

無冠詞φ+pl.      35       129 

定冠詞 the+sg.    628       356 

定冠詞 the+pl.      5        23 
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                              図 1. 複数名詞の出現状況 

 

4.2 名詞の出現頻度 

 次に，以上で挙げた冠詞類がどのような名詞と共起し，動詞の数および時制に応じてどのような振る舞いを
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見せるのか，その用例と頻度の分析を行う．以下のデータは，上位 100 位までのうち 10 位までを例としてリス

トアップしたものである．50 位までのデータについては補足資料を参照されたい． 

 
表 3. 不定冠詞の共起語検索結果 

 

表 4. 無冠詞の共起語検索結果 

 

表 5. 無冠詞（pl.）の共起語検索結果 

 
表 6. 定冠詞の共起語検索結果 



表 7. 定冠詞（pl.）の共起語検索結果 

 

4.3 検索結果の分析 

 収集したデータを見渡したときにまず目につくことは，当該構文全体においては，具体性のある名詞よりも

抽象性のある名詞が圧倒的に多く出現するということである．とりわけ，全体として最もヒット数の多い there is

では，上位 100 位以内においてもまったく具体性の高い名詞が見られず，その殆どは，need，danger，

evidence，question，problem，possibility，difference などの抽象性の高い名詞である． 

 しかし，動詞の時制や数が変わることで man，people，children などの人を表す名詞が出現し始め，さらにわ

ずかながら car(s)，book(s)などの具体名詞との共起が認められた． 

 ただし there was に関しては，共起する名詞が単数名詞から複数名詞に変わることで，具体性のある名詞

（本稿では網掛けで表示）と共起することがわかった．今回の調査対象の中で具体性のある名詞と共起する

率が最も高かったのは，無冠詞の複数名詞を取る用例であった．これについては，そもそも低い出現数を示

すにもかかわらず，極めて高い確率で具体性のある名詞と共起していることになる．また逆にいうと，極めて

高い確率で抽象性の高い名詞と共起していないことになる． 

 以上の結果をまとめると，当該構文全体としては，抽象性に高い名詞の出現が目立ち，意味的にも不定的

な要素が好んで選択される点が伺える．その中で抽象性の高い名詞との最も共起したのは，there isで，具体

性のある名詞と共起したのは，there was の無冠詞の複数名詞を取る用法であった． 
 

4.4 検索結果の考察 

 このような結果から，①なぜ there 存在文全体において具体性のある名詞が現れにくく，抽象性の高いもの

が多いのか，②なぜ there is においては上位 100 位内に具体性のある名詞が現れず，抽象的な名詞ばかり

が容認されたのか，③なぜ動詞の時制や数を変えることによって，人を表す名詞や具体性のある名詞が見ら

れるようになるのか，④なぜ there was において具体性のある名詞が複数名詞として出現するのか，という疑

問が生じるように思う．以下，この疑問について考えてみたい． 

 まず，①については，there が有する不定性，不確定性によって説明がつくように思う．先行の語法研究や

その他の文法書が指摘する通り，当該構文はある不確定な事柄を述べる際に用いられ，表 1 の結果が示す

ように，冠詞類は不定冠詞が最も多く出現している．しかし，この不定性，不確定性は，文法的指標において

実現されているだけではなく，語の意味のレベルにまで及んでいると考えられる．語のレベルは意味に関わ

る限りにおいて，抽象性の高い名詞の出現は，意味レベルでの抽象性が反映された構文であると理解できる．

したがって，意味レベルでの抽象性は，曖昧で限定的でなく，不明瞭なイメージと結びつくために，不定性，

不確定性を連想させ，文法レベルのみならず，意味レベルにおいてもこのことが徹底されていると考えられる．



そのため限定的で具体的な事柄は，当該構文では話題になりにくく，直接的でない抽象的な名詞が頻繁に

認められるものと考えられる． 

また，②の疑問については，is，was，are，were という動詞の形態がもつ特性が関係しているものと考えら

れる。つまり動詞の時制が現在から過去に，また数が単数から複数になることで，Bolinger (1977:113)のいう

ような「場面設定（staging）」が施されていると考えられる．Bolinger (1977)に従えば，there 存在文における

there とは，場面設定としての働きを担う文法的手段を意味する．この場面設定によって，聞き手にとって未知

で，唐突過ぎる話題であっても，there を付け加えることで，環境が整い，その話題を意識にもたらすことがで

きる． 

しかし，この場面設定は there だけではとどまらないのではないかというのが本稿の主張である．つまり，

thereと共起する，このwas，are，wereという動詞の形態もまた，同じように更なる場面設定の手段であると考え

たい．その限りにおいて，is は場面を設定する際の起点になり，was，are，were は設定される場面になる．同

時に，is は話し手のみが有する「今・ここ」の視点を表すことになり，この疑問に対するひとつの解答が導き出

せるように思う． 

今述べたように，there でもって聞き手である相手の意識を喚起することが可能になるわけだが，there is と

いう形式は，聞き手の意識を「現在」の位置にもってくるということである．ただ，この「現在」の位置とは，単に

時間的な現在を意味するだけではない．いわば，話し手にとっての「今」を表す．この話し手にとっての「今」

とは，話し手のみが所有し，話し手自身が実感できる「今」であって，他者はそれを実感できない．たとえ

there でもって聞き手の意識をその「今」の位置にもってきたところで，あるのは意識だけで，実感ではない．is

は，まさにその実感が不可欠な場所である．その限り，実感が必要な場所に実感できないようなものをもって

くることはできない．具体性のある名詞は，その実感が必要である．というのも，それはリアルで，明晰なイメ

ージを有しているからに他ならない．それゆえ．具体性のある名詞は，話し手にとってリアルでも，聞き手にと

ってはリアルではなく，実感以前に唐突感があり，isという話し手の実感が必要な場所では馴染みにくい．「あ

ることがリアルである，明晰である」ということは，他方で，その逆接を含意している．それは，リアルさ，明晰さ

が即座に共有できるものではなく，ある人にとってはリアルでも，別の人にとってはリアルではないという当た

り前の事実に起因している．その反面，抽象性の高い名詞は不確定なイメージが付きまとうために，むしろ，

聞き手自身も共有しやすく，リアルさが欠け，唐突感なく実感できる．したがって，there is では上位 100 位以

内でも具体性のある名詞の生起が容認されず，かわりに抽象性の高い名詞が好まれるものと考えられる． 

しかし以上の説明は，なぜ動詞の時制や数を変えることによって，人を表す名詞や具体性のある名詞が見

られるようになるのかという③の疑問についても当てはまるように思う．まず，時制が is ではなく，was であると

きに具体性のある名詞が現れるというのは，今述べたように，時制が「現在」から「過去」に場面設定されてい

るためだと考えられる． 

また，is と was の違いが時間概念の違いだけでなかったように，is と are の違いも単なる動詞の数による違

いだけではない．単数の is から複数の are に変わることで，意味的な環境も変わってくる．ここでも is はリアル

な場所であり，are になることでそのリアルさが緩和される．それによって，具体性のある名詞（実際はその殆

どが人を表す名詞）が出現しやすくなるのではないかと考えられる．たとえば，isからareに変わることで，どの

ようにリアルさがなくなっていくのか，英語の時間名詞である day，time を例にとってこの問題を考えてみたい．

もちろん，これらの例は名詞であって，動詞ではない．しかし，there 存在文では一般に名詞の数が動詞の数

と一致する以上，名詞の数の違いはそのまま動詞の数の違いに繋がる． 



これらの名詞は，単数の場合，それぞれ「日」，「時間」を表す．この「日」ないし「時間」は，その長短の違い

に関わりなく，時間軸上に定められる点として捉えられる．しかし，これらの名詞が「単数」から「複数」に変わ

ることで，時間軸上の点としての枠組みが和らぎ，新たな意味の拡張が生じる．たとえば，"the days of Queen 

Elizabeth"や"Victorian times"というように複数になることで，これらの名詞は「時代」という意味を獲得する．そ

の時，この「時代」というのは，もはや時間軸上に定められる一点というよりは，ある一定の「時間幅」をもつ概

念である．その結果，一定の幅をもつものとして捉えられることで，あるイベントとしての解釈が生まれる．つま

り，day (日)や time (時間)が束のように複数個集まることで，さらなるイベントが生じることになる．したがって，

当該構文では，名詞の数の違いが基本的に動詞の一致に反映されている限り，元々の枠組みが和らぐとい

う特徴がそのまま保持されていると考えられ，具体性のある名詞であってもその出現が認められるようになる

と考えられる． 

 最後に，なぜ there wasでヒットした複数名詞の多くが具体性のある名詞であるのかという④に疑問について

考えたい．具体性のある名詞が単数ではなく複数になることでどのような違いが生じるのだろうか．たとえば，

単数の book と複数の books とではどのような違いがあるのかを例にとって考えてみるとわかりやすい．book

のような具体名詞は，一般に数え上げることができるため，books のような複数形が可能になる．ただ，BOOK

のデフォルトは一冊の book があれば十分である．むしろ，複数あることで数量などの別の解釈が入ってくる

ためにそのデフォルトから遠のく．その意味で，book が複数あることによって，BOOK のデフォルトとしての枠

組みが弱まるように思える．それゆえ，具体性のある名詞が複数あることによって，その具体性は強まるという

よりは，むしろ弱まると考えられる．つまり，具体性のある名詞が複数名詞になることで，その具体性が弱まる

ことになるのではないかと考えられる．今先にも，時間軸上の一点としての捉えられる時間概念が，複数にな

ることでその意味が緩和されるということを述べたが，同様のことがここにおいても当てはまるように思う．した

がって，具体性のある名詞が単数名詞でなく，複数名詞として出現することが多いのは，その名詞が有するリ

アルさ，具体さを弱めるためであり，Bolinger (1977)のいう場面設定が施されたためであると考えられる． 

 上述の通り，当該の there 存在文は，聞き手にとって不確定な事柄を述べる際に使用される言語手段である．

とりわけ，聞き手が実感できないような唐突な事柄を話題にする場合，there の付加によって，当該の話題を

聞き手の意識にのぼらせ，さらに，その意識を話し手の「今・ここ」の位置である「現在」に向けるのではなく，

「過去」に向けることで，いわば，その唐突感を和らげるための二重の策がとられてきた．そして，今回の具体

性のある名詞が高い確率で複数名詞として出現するという現象も，こうした一連の「場面設定」の流れを汲ん

での結果だと考えられ，その意味で，there 存在文で認められた一連の現象は，その「不確定性」を徹底する

ために講じられる手段であると考えられる． 

 

５．実例分析その 2（縮約形） 
5.1 冠詞類の頻度 

 次に，縮約された場合どのような変化が認められるのか，上と同様の分析を試みる．以下は，縮約形におけ

る冠詞類の出現状況である． 

 

 

 

 



 
表 8. 縮約形における冠詞類の出現状況 

 表8より，全体として there’reの出現数が極めて低

いことがわかる．それに対し，there’s は表1 の there 

is，there was，there are に次ぐ頻度で出現している．

冠詞類は，there's では不定冠詞＞定冠詞＞無冠

詞の順に多く，there’re については，総頻度が極端

に低いことを別として，不定冠詞と無冠詞が同数

で，それに定冠詞が続いている．先の there is と比べて，there’s では微妙な差ながら定冠詞が無冠詞の頻度

を上回っているのが伺える．その意味で，縮約によって不定性，不確定性が弱まっているといえる． 

 there’s                  there’re 

不定冠詞 7593 (23.5%)   不定冠詞  11 (10.2%) 

定冠詞   1091  (3.3%)   無冠詞    11 (10.2%) 

無冠詞    877  (2.7%)   定冠詞     2  (1.8%) 

合計   32209 (100%)             107 (100%) 

 次に，無冠詞および定冠詞と共起する名詞の単複の割合について調べてみる． 

 
表 8. 複数名詞の出現状況 

              there's 

無冠詞φ+sg.    610 

無冠詞φ+pl.    353 

定冠詞 the+sg.   277 

定冠詞 the+pl.    66 
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                                  図 2. 複数名詞の出現状況 

 

ここで注目したい点は，まず，複数名詞をとる用例である．とりわけ無冠詞においては，半数強の確率で複

数名詞が選択されており，複数名詞と呼応する there’re の出現数が少ない中，数の一致しない there’s におい

てこれだけ明確な形でその違いが示されたことは興味深い．しかも，無冠詞の 353，定冠詞の 66 という数値

は，there’s 全体の出現率の中でそれぞれ 1.0%，0.2%を占め，その数は there is のときよりも上回っており，こ

こに縮約以前と以後の違いを見て取ることができる． 

 以上をまとめると，縮約形においても基本的には不定冠詞の出現が一番多いという意味で，there 存在文全

体としては不定性が求められているといえる．しかし，定冠詞の出現率に関しては無冠詞を上回るという結果

が出た．また there’s では，単数名詞ではなく複数名詞の出現が目立ち，とりわけ無冠詞の場合，半数以上の

確率で複数名詞になるという結果が出た．このことから，冠詞類の出現率や後続名詞の数においても，

there’s と there is との間には違いがあることがわかる． 

 

5.2 名詞の出現頻度 

 続いて以上のような環境にあるときに，どのような名詞が，どの程度容認されるのか，分析，考察したいと思

う． 



 

表 9. 不定冠詞の共起語検索結果 

 

表 10. 無冠詞および無冠詞（pl.）の共起語検索結果 

 

表 11. 定冠詞および定冠詞（pl.）の共起語検索結果 

 

5.3 検索結果の分析 

 通常の there 存在文の結果と比較すると，縮約形になることで，具体性のある名詞が多く出現しているのが

まず目につく．いかなる基準をもって具体性のある名詞と呼ぶかという問題は難しい問題であり，本論で明確

に断わっているわけではないが，人を表す名詞，普通名詞，具体名詞などをその候補としている．その上で，

補足資料にある there’s における上位50 位までの網掛け名詞の出現率（網掛け名詞総数÷上位50 位までの

出現頻度×100）をまとめると，以下のようになる． 

 

 

 



表 12. there’s における網掛け名詞の出現率と頻度 

   出現率 (%)  出現頻度 

不定冠詞 a       16.6            314 

無冠詞φ          30.7            221 

無冠詞φ+pl.       34.9            103 

定冠詞 the         37.2             73 

定冠詞 the+pl.       50             29 
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                                   図 3. there’s における網掛け名詞の出現率 

 

ここにおいて明らかな通り，there’s では後続の名詞が単数から複数に変わることによって，具体性のある名

詞の出現率が上がっている．しかも，出現率の上昇率は，無冠詞よりも定冠詞のほうが高い．また，無冠詞と

定冠詞での具体名詞の共起は，there’s の場合，定冠詞のほうが目立つように見えるが，名詞を複数にするこ

とで，無冠詞でもその数が増える． 

他方，今回の調査では there’re の出現頻度が極めて少ないことがわかった．特に定冠詞に関しては，出現

数が 1 件だけという結果になった．また，there are において認められた不定冠詞は，ここでは a number of，a 

lot of の形で認められるだけで，事実上はゼロということになる． 

したがって，以上のことをまとめると，縮約形は there’re よりも there’s が一般的で，共起する名詞の特徴とし

ては，縮約によって具体性のある名詞の出現頻度が上がるという特徴が挙げられる．とりわけ there is では，ま

ったく見られなかった具体性のある名詞が there’s で見られるようになった．また，動詞の数が単数形であるに

もかかわらず，複数名詞をとるケースが there is に比べると多く見られた．さらに，その複数名詞は，単数名詞

以上に具体性のある名詞と共起する可能性が高いという結果が出た． 

 

5.4 検索結果の考察 

 こうした結果を見る限り，縮約という形態的変化が，意味のレベルにおいても何らかの影響を及ぼしている

ことは否定できないように思う．もちろん，定冠詞の割合が増えたり，具体性のある名詞の出現数が増えたり，

あるいは，動詞の数と一致しない複数名詞の出現数が増えたりすることについては，there’s が話し言葉やく

だけた文章を中心に用いられるということが関係している点は否めない．実際にそのような場面において談

話の話題となるのは，抽象性の高い名詞というよりもむしろ具体的な名詞であろう．また，通常の規範から逸

脱してしまうということは話し言葉においてはしばしば起こりうる現象である．したがって，縮約形である there’s

において，そのような現象が認められるというは十分ありうるように思える．実際に使用したコーパスの「チャー

ト表示機能」を使ってその出典を調べてみても，以下の図のように，縮約形が話し言葉を中心に用いられ，学

術的なテキストにおいては殆ど用いられることがないということが，はっきりと数字に示されている． 

 



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

SPOKEN FICTION NEWS ACADEMIC NONFIC

MISC

OTHER

MISC

Register

T
o
ke

n
s

there's

there is

 
図 4. there’s および there is の出典テキスト 

 

 しかし，「話し言葉」ということをキーワードにして全ての現象が説明されるわけではない．個別に見れば，確

かに具体性のある名詞の出現や，名詞と動詞の数の不一致はそれで説明がいくように見えるが，全体として

見たときに，なぜ不定性，不確定性の制約が縮約形で緩むのか，また，なぜ there’re の出現数が極端に少な

いのかといった問題を考えると，その説明の限界が見えてくる． 

 以下は，縮約の有無に従い，「出現頻度」，「冠詞類の出現状況」，「名詞の具体性の有無」を図式化したも

のである．しかし，このような順序に従って並べることで，ある興味深い構造が見えてきて，これらの問題を解

くひとつの手掛かりが得られるように思える． 

 

       抽象                               具体 

                 there is  58353 件      there are 40007 件 

                     不＞無＞定         無＞不＞定 

                 there’s  32209 件      there’re   107 件 

                 不＞定＞無         無＝不＞定 

       具体 
                         図 5. there 存在文と縮約形の関係 

 

まず，このように配置することで，there is がすべての there 存在文においてそのプロトタイプの最重要候補

になりうることがわかる．そして，それを起点とすることで「出現頻度」，「冠詞類の出現状況」，「具体性のある

名詞の有無」の問題についてひとつの説明図式が成り立つ．すなわち，there is は自らが起点となることによ

って，there are，there’s という 2 方向に拡張していく構図が浮かび上がり，there is はこの 2 種類の構文と隣接

することにより，形の面のみならず構文の振る舞いにおいても異なる拡張を示していると考えられる． 

 まず，出現頻度において there is は最も高い頻度を示し，there are，there’s に移行することでその頻度が下

がる．それは，プロトタイプである there is において要求されている不定性，不確定性の制約が緩和されるた

めであり，その緩和により，定冠詞の出現や具体性のある名詞の出現が認められたと考えられる． 

 また，there’re の出現頻度が極端に低い理由についても同様の仕方で説明がいくように思う．たとえば，

there’re はこの 4 構文の中で具体性のある名詞と共起する比率が高い．それは，不定性，不確定性の制約が

最も緩和されているためであり，不定の事柄について言及することを本務とする there存在文においては馴染

みにくいことが出現頻度の低下に関係しているものと考えられる． 



 縮約によってその制約が緩和される理由としては，is という動詞そのものの形態が有する特性が，少なくとも

there と融合することで弱まり，それによって語彙レベルにおいても環境の変化が認められたのではないかと

考えられる． 

それでは，なぜthere areよりもthere’sにおいて，定冠詞や具体性のある名詞（しかも複数名詞として）がより

多く認められるのであろうか．これはthere isと隣接するthere areおよびthere’sの違いが，単に動詞の数や縮約

の有無の違いにとどまらないということを暗示しているように思える．たとえば本稿で取り上げた複数名詞の出

現をここでもう一度思い出してみたい．とりわけ縮約形においてその現象が顕著に認められたが，それはこの

複数名詞がもはや主語ではなく述語の振る舞いに近いことを示唆しているのではないかと思う．実際に次の

ような例文においては主格が認められない6． 
 

 (2)  a. "Sorry," said Cornelius. "Anyone else?" "There's us, of course. （BNC） 

     b. *There’s we, of course. 

     c. Della! There's me, I was going, you dirty man! Della! （BNC） 

     e. * There’s I and Jane. 

 

少なくともこのような例文が主格をとると非文になるのは，縮約形において出現する名詞が主語としての役割

をもはや担っていないためであると考えられる．つまり，縮約形で容認される名詞は意味上の主語というより

述語としての役割に近く，いわゆる「非人称構文」に近づいているのではないかと考えられる．それに対し，

縮約なしの通常の構文は，主格主語のいわゆる「人称構文」と意味的に接する部分が多いように思う．すな

わち，存在構文とは非人称構文と人称構文を極にした連続体の中に位置する構文であり，there is／there’s

における振る舞いの違いがそのことを示唆しているのではないかと推測する． 

 

６．検索結果からの提案 
 石川（2005）の指摘にもある通り，頻度と重要度は別個に考えるべき事柄であって，コーパスで示されたデ

ータを鵜呑みにして，そのまま言語教育に適用するならば，論理的な飛躍があることは否めない．ただし，

EFL 教育においての当該構文の取り扱いと，今回のコーパス調査によって抽出されたデータを比較してみる

と，幾つかの隔たりがあるのも事実である．たとえば今回の調査データによれば，there 存在文では具体性の

ある名詞が殆ど現れず，とりわけ現在単数の there is においては，上位 100 語以内であってもそれが現れな

いという結果が出たことを述べた．大規模のバランスの取れたデータベースを用いた結果であるゆえ，こうし

た言語事実は軽視できないように思う．しかし，EFL 辞書や文法書を見ると，必ずしもこのような事実が周知さ

れているとは言えない．以下の例文はその一例である． 
 

 (3)  a. There is an account book on the desk. （中島 1955:500） 

       b. There is a book on the table. （『新英和大辞典』） 

                                                        
6  また，動詞が be 動詞以外であるとき，すなわち，exist，lie，stand などの自動詞であっても，意味上の主語が複数名詞である

にもかかわらず動詞の数が複数形でマークされないという事例がコーパスにおいても見受けられる。 
なお，意味上の主語が，主格ではなく対格で現れるという現象は，フランス語やドイツ語の存在構文においてより顕著に認

められる。 



 

これらの例は，学校文法においてしばしば模範とされている具体性のある名詞を意味上の主語に据えている

例であり，筆者自身にも馴染みのある構文であり，とりわけ(3b)は，当該構文のプロトタイプとして思われがち

な例である．しかし，これらの例文は今回の分析結果を見る限り，実際の言語使用を見ないで，恐らく学習者

用に作為的に作られた構文であると推測できなくない．少なくとも，there 存在文のプロトタイプとしては，抽象

性の高い名詞を意味上の主語とする例文を挙げるべきであり，具体性のある名詞をどうしても用いる場合，①

定冠詞を避け，②動詞の時制や数を変えるか，③動詞を was とし，名詞を複数形にすることが望ましいといえ

る．ただし，あわせて，その殆どが話し言葉の事例として報告されていることを付け加えなければならない．ま

た，具体性のある名詞を用いる場合，動詞の時制を is から was に変えること以外に，縮約形にするという方法

があり，出現数から見れば，後者の手段を使用することがより一般的である． 

 また，縮約形ということで付け加えておくと，there’s の出現数に対して there’re のそれは極めて低かった．そ

の意味において，there is が there’s になるように，there are も there’re になるとする従来型の説明だけでは不

十分であり，少なくとも縮約形として複数形の there’re は一般的でない点に留意する必要があるだろう． 

 

７．まとめと展望 
 本稿では there 存在文とその縮約形を取り上げ，これらの構文において①どのような冠詞類がどの程度現

れ，②さらにそれがどのような種類の名詞とどの程度共起し，③その際，複数名詞がどの程度生起するかに

ついて，イギリス英語データベースである BNC を利用して分析した． 

 全体を通して，冠詞類は不定冠詞が，名詞は抽象性の高い名詞が好んで用いられていることがわかったが，

縮約以前の形式においては，動詞の時制や数を過去および複数にすることによって，また名詞の数を複数

にすることによって，具体性のある名詞が集中して出現していることがわかった． 

また，具体性のある名詞は，縮約形においてさらに顕著に認められ，その際名詞の数は，縮約以前よりも

複数名詞である確率が高いことがわかった．それによって there is とその縮約形である there’s の違いが，単な

る形態的変化ではなく，意味的・機能的変化を及ぼしていることが明らかになった． 

 本稿ではこうした制約を Bolinger (1977)のいう「場面設定」の更なる手段であると捉え，そうした現象が認め

られるそもそもの要因として，当該構文が非人称構文と人称構文を極にした連続体の中に位置する構文であ

ることが関係しているのではないかとの提案を行った．このことは，これまで独立したものとして個別に扱われ

てきたこれらの諸構文間の関連を見出すことにつながるものと考えられる． 

 しかし，その全体像を明らかにするためには，当該構文が非人称構文と人称構文の特徴をどれだけ共有し

ているのかをより明確に示さなければならず，それについては筆者の今後の課題としたい． 
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補足資料：there 存在文 
1. 不定冠詞 



2. 無冠詞 
 

 

 



3. 無冠詞（pl.） 
 

 

 



4. 定冠詞 
 

 

 



5. 定冠詞（pl.） 
 

 

 



補足資料 2：縮約形 

1. 不定冠詞 

 

 

 



2. 無冠詞・無冠詞（pl.） 
 

 

 



3. 定冠詞・定冠詞（pl.） 
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